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中 谷 医 工 計 測 技 術 振 興 財 団  

2022（ 令 和 4） 年 度  事 業 報 告 書  

 

 

公益財団法人 

中谷医工計測技術振興財団 

はじめに 

新たな産業を創出する先進的な科学技術の重要性がますます高まるなか、医工計測技術分野に

おける基盤技術の開発促進は大変重要なテーマのひとつです。公益財団法人 中谷医工計測技術

振興財団は、昭和５９年の設立以来、医工計測技術分野における技術開発の飛躍的な発展を期し、

顕著な業績をあげた研究者への表彰事業及び先導的技術開発、技術の交流、将来の医工計測技

術を支える人材の育成に向けた教育助成等、各種の助成事業を実施してまいりました。 

 

Ⅰ．技術開発研究助成事業  

 医工計測技術は基盤技術であり、その先導的技術開発を促進することは極めて重要です。医工計

測技術に対する技術開発研究助成事業は、当財団の中核事業であり、本年度もこの事業に力点を

置いて実施いたしました。技術開発研究助成の種類としては「長期大型研究助成」、「特別研究助

成」、「開発研究助成」、「奨励研究助成」の４種類があります。それぞれに、ユニークな特徴を持って

おり、研究者の各種要望に応えられるようになっております。 

 

１．募  集 

医工計測技術の研究範囲は極めて広汎な分野にわたりますが、主には理・工学と医学・生物

学の境界領域にあり、学際的研究分野としての社会的ニーズも高まっております。 

「医工計測技術および関連分野」を対象研究課題として、大学およびこれに準ずる研究機関

に対して助成対象研究テーマの募集を行いました。前年度と同様、文書送付により募集案内を

行ったほか、当財団のホームページに募集案内を掲載するとともに各種メディアに掲載されるよう

活発に活動を行い、広範な研究者に募集内容が周知されるよう努めました。 

 

【募集期間、方法】  

 ＜技術開発研究助成＞ 

募集期間   2022 年 6 月 1 日～7 月 11 日 

2022 年 6 月 1 日～9 月 15 日（長期大型研究助成） 

募集案内送付   約 400 件 

告知      財団ホームページに募集要項等を掲載 

 メディア 100 社に募集開始のニュースリリースを配布 

 

【応募数】 （ ）内は昨年度 

長期大型研究助成    6 件 （8 件） 

特別研究助成   14 件 （15 件） 

開発研究助成   92 件 （98 件） 

奨励研究助成   51 件 （61 件） 

２．審  査 
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財団内に設置した技術開発研究助成審査委員会（梶谷委員長、他 12 名で構成）ならびに長

期大型研究助成審査委員会（有識者6名で構成）により、各大学等から応募のあった計133件の

研究テーマに対して、公正にして厳正なる審査を実施し、医工計測技術の先導的技術開発に寄

与するものと考えられる 52 件（長期大型研究助成は該当なし、特別研究助成 3 件、開発研究助

成 20 件、奨励研究助成 29 件）を選出しました。 

 

長期大型研究助成 

一次審査    9 月 30 日～10 月 20 日 書面審査を実施 

二次審査   11 月 16 日 面接審査を実施 

最終審査   11 月 16 日 審査委員会にて最終審査を実施 

 

特別研究助成 

一次審査    8 月 19 日～ 10 月 28 日 書面審査 

二次審査   11 月 25 日 面接審査 

最終審査   12 月 3 日 審査委員会にて最終審査を実施 

 

開発研究助成 

一次審査    8 月 19 日～ 9 月 21 日 書面審査 

二次審査   10 月 17 日～ 11 月 18 日 書面審査 

最終審査   12 月 3 日 審査委員会にて最終審査を実施 

 

奨励研究助成 

一次審査    8 月 19 日～ 11 月 18 日 書面審査 

最終審査   12 月 3 日 審査委員会にて最終審査を実施 

 

３．承 認 

最終承認  12 月 9 日の理事会にて承認されました 

 

４．贈呈式 

2023 年 2 月 25 日、赤坂インターシティカンファレンス（東京）において、2022 年度技術開発研

究助成採択者に助成金の贈呈を行いました。 

 

2022 年度  技術開発研究助成  新規採択実績  

 

 2022 年度 （参考）2021 年度 

 助成件数 助成金額 助成件数 助成金額 

長期大型研究助成 0 件 0 万円 1 件 30,000 万円 

特別研究助成 3 件 9,000 万円 3 件 9,000 万円 

開発研究助成 20 件 10,000 万円 20 件 10,000 万円 

奨励研究助成 29 件 9,685 万円 20 件 7,000 万円 

合計 52 件 28,685 万円 44 件 56,000 万円 

 ※ 2022 年度技術開発研究助成金贈呈者は附属明細書参照 
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結果発表は、応募者に直接連絡するほか財団ホームページに掲載しました。また、3 月 15 日付の

朝日新聞紙上に掲載しました。 

 

 

Ⅱ．表彰事業（中谷賞）  

 
１．募 集 

医工計測技術および関連分野における技術開発の飛躍的な発展を期し、顕著な業績をあげ

た研究者の功績を讃えることを目的とした中谷賞は、前年度と同様、文書送付により募集案

内を行ったほか、ホームページ上で広く公募を実施しました。 

 

【募集期間、方法】 

募集期間   2022 年 6 月 1 日～ 9 月 15 日  

募集案内送付   約 400 件  

告知      財団ホームページに募集要項等を掲載 

 

【応募数】 （ ）内は昨年度 

大賞、奨励賞 16 件 （ 17 件） 

 

２．審 査 

財団内に設置した技術開発研究助成審査委員会（梶谷委員長、他 12 名で構成）により、応募

のあった計 16 件に対して公正にして厳正なる審査を実施し、生体に関する医工計測技術分野に

おける技術開発に顕著な業績をあげた研究者として、下記の1名を大賞に、2名を奨励賞に選出

しました。 

 

一次審査  10 月 17 日～11 月 18 日 書面審査を実施 

最終審査  12 月 3 日 審査委員会にて最終審査を実施 

 

３．承 認 

最終承認  12 月 9 日の理事会にて承認されました 

 

４．授賞式 

2023 年 2 月 24 日、マンダリンオリエンタル東京において、2022 年度中谷賞（大賞、奨励賞）の

表彰と賞金の授与を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

中谷賞（大賞、奨励賞） 受賞者 
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 大賞                                                

                                                      （単位：万円） 

氏  名 所 属 機 関・職位 研 究 題 目 表彰金額 

永井 健治 
大阪大学 産業科学研究所 

教授 

革新的生物発光タンパク

質の開発と生理機能計測

の先駆的研究 

1,000 

計  １件 1,000 万円 

 

 奨励賞                                             （単位：万円） 

氏  名 所 属 機 関・職位 研 究 題 目 表彰金額 

村山 正宜 

理化学研究所 脳神経科学研究

センター 触知覚生理学研究チ

ーム チームリーダー 

細胞の個性と脳の全体性を捉

える広視野高速 2 光子顕微

鏡の実現 

300 

谷口 雄一 京都大学 高等研究院  教授 
ゲノム DNA の３次元構造解析

技術の開発 
300 

計  2 件 600 万円 

 
結果発表は、応募者に直接連絡するほか財団ホームページに掲載しました。また、3 月 14 日

付日本経済新聞ならびに 3 月 15 日付の朝日新聞紙上に掲載しました。 

 大賞受賞の永井健治教授には、2月21日にオンラインにてメディアを中心に中谷賞受賞セミ

ナーを実施しました。 

 

 

Ⅲ．技術交流助成事業  

 

 近年におけるナノテクノロジーやバイオテクノロジーなどの発展に伴って、技術開発研究を行

う際に関係する学術領域は益々複雑多様化しつつあり、内外における研究者の技術交流を推

進する重要性が増してきております。2022 年度は、技術交流に関して「海外派遣」「日本招聘」

「海外留学」「日本留学」への助成を行いました。 

 

１．募 集 

医工計測技術および関連分野の発展に資する、研究者の技術交流に関して財団のホームペ

ージ上で広く募集を実施しました。 

 

【募集期間、方法】 

募集期間   四半期毎に募集を実施（海外派遣、日本招聘） 

   半期毎に募集を実施  （海外留学、日本留学） 

告知      財団ホームページに募集要項等を掲載 

 

２．審 査 

財団内に設置した技術交流助成審査委員会（有識者 5 名で構成）により、応募のあった申請

書等を公正にして厳正なる審査を実施し、表に示す多数の研究者を選出しました。 
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海外派遣   

審査   四半期毎に書面審査を実施 

 

日本招聘   

審査   四半期毎に書面審査を実施 

 

海外留学   

審査   半期毎に書面審査を実施 

面接審査  2022 年 5 月 13 日、11 月 11 日に実施 

最終審査  2022 年 5 月 13 日、11 月 11 日の審査委員会にて最終審査を実施 

 

日本留学   

審査 半期毎に書面審査を実施 

 

３．承 認 

海外派遣、日本招聘 

  四半期毎の審査委員会での審査・選考後、選考者を理事長不在のため専務理事が最終

承認しました。 

 

海外留学ならびに日本留学は第一回、第二回の定時理事会にて最終承認しました。 

第一回定時理事会 （2022 年 5 月 20 日） 

  海外留学  2 件が最終承認されました 

第二回定時理事会 （2022 年 12 月 9 日） 

  海外留学  2 件が最終承認されました 

  日本留学  1 件が最終承認されました 

 

  2022 年度  技術交流助成実績  

 助成件数 助成金額 

海外派遣 17 563 万円 

日本招聘 6 350 万円 

海外留学 4 2,573 万円 

日本留学 1 480 万円 

計：  28 件  3,966 万円 

※昨年度（2021 年度）は新型コロナウイルス感染症の影響で海外渡航が制限されたため、助

成件数・助成金額ともに低かった（13 件、125 万円）。2022 年度は海外渡航制限の緩和で、

件数・助成金額ともに増加した。ただし、学会のオンラインライン開催が常態化したこともあり、

コロナ前までは回復していない。 

※2022 年度 技術交流助成贈呈者は附属明細書参照 

Ⅳ．調査研究助成事業  
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生体に関する医工計測技術分野には様々な課題が存在しており、その調査研究を実施して得た成

果を広く社会で活用するための助成事業は重要な意義を有しております。この調査研究助成の目的、

趣旨に沿う調査研究のテーマに助成を行いました。 

 

１．募 集 

   調査研究助成の目的、趣旨に沿う調査研究のテーマを広く募集 

 

【募集期間、方法】  

募集期間   2022 年 6 月 1 日～ 7 月 11 日  

募集案内送付   約 400 件 

告知      財団ホームページに募集要項等を掲載 

 

【応募数】 （ ）内は昨年度 

調査研究助成    16 件 （ 10 件） 

 

２．審 査 

財団内に設置した技術開発研究助成審査委員会（梶谷委員長、他 12 名で構成）により、応募

のあった 16 件の調査研究テーマに対し公正にして厳正な審査を行い、4 件を選出しました。 

 

【審査方法】  

調査研究助成 

一次審査    8 月 19 日～11 月 18 日 書面審査 

最終審査   12 月 3 日 審査委員会にて最終審査を実施 

 

３．承 認 

最終承認  12 月 9 日の理事会にて承認されました 

 

４．贈呈式 

2023 年 2 月 25 日、赤坂インターシティカンファレンス（東京）において、調査研究助成採択者

に 2022 年度助成金の贈呈を行いました。 

 

※ 2022 年度 調査研究助成金贈呈者は附属明細書参照 

 

 

Ⅴ．医工計測技術に関する情報の収集及び提供事業  

 

医工計測技術および関連分野の情報について広汎な利用をはかるため、当財団の研究助成事業

および技術交流事業による成果等、財団の事業活動を取りまとめて「年報 36 号」を作成し、広く関係

機関に提供予定です。また当財団の発行する年報を医工計測技術アーカイブとしてホームページ上

で公開予定です。アーカイブでは各種検索機能が利用可能であり、多くの研究者に医工計測技術分

野の有益な情報をフィードバックすることを目指しています。 

 【発行物】 
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 年報 36 号   ： 2023 年 6 月発行予定 

 送付先 ： 関係各位 １70 部程度、各大学 100 部程度、関係企業 60 部程度 

  計 330 部程度 

（年報についてはすべて無償提供） 

 

 

Ⅵ．科学教育振興に対する助成事業  

 

Ⅵ－1 科学教育振興助成  

将来を担う子どもたちの論理的思考力や創造性を涵養することが、科学技術の発達はもとより我が

国の発展に資するものと考え、中学・高校における科学教育振興を目的とした取り組み、ならびに理

科好きの小学生を増やすための取組を支援する科学教育振興助成＜個別助成＞＜プログラム助成

＞＜意欲的な小学校の先生方を支援するプログラム助成＞を実施しています。加えて、今年度より理

系に優れた資質をもつ中学生に対して大学・高専が主導・実施する、科学的リテラシーを高める教育

プログラム＜次世代理系人材育成プログラム助成＞を追加し、募集を開始しました。 

   

助成実績  （2022 年度の助成）  

※前年度に採択された対象者、対象施設に対する助成実績 

   

 

 

 

 

 

 

計：  106 件  6,282 万円 

 

  ※ 2022 年度科学教育振興助成  助成校一覧は附属明細書参照  

 

 

 

 

 

 

 

 

１．成果発表会 

種 類 件数/ 助成金額 

個別助成 59 件/ 1,723 万円 

プログラム助成(初年度) 

          (2 年目) 

16 件/ 1,566 万円 

17 件/ 1,690 万円 

意欲的な小学校の先生方を

支援するプログラム助成 

 （初年度） 

（２年目） 

（３年目） 

 

 

3 件/   300 万円 

4 件/    400 万円 

7 件/   603 万円 
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2022 年度助成機関の成果発表会を下記のとおり開催しました。 

会場での現地参加と WEB 参加を併用したハイブリッドで開催し、特別講演、ポスター発表に

加え、初の試みとして希望校 9 校による口頭発表をおこないました。 

また、全助成校の発表動画を後日オンデマンドにて配信しました。 

日時        ： 2022 年 12 月 24 日（土） 15 時 00 分～18 時 00 分 

12 月 25 日（日） 12 時 00 分～17 時 00 分 

会場        ： 東京工科大学 蒲田キャンパス 

特別講演    ： 東京大学大学院情報学環／生産技術研究所 大島まり教授 

現地参加校  ： 85 校（現地参加者計 343 名） 

WEB 参加校 ： 5 校 

 

2023 年度に助成予定の活動 

※次年度の助成者および助成機関を決定しました。なお、助成金の贈呈は次年度になり

ます。 

１．募 集 

＜個別助成＞＜プログラム助成＞＜意欲的な小学校の先生方を支援するプログラム助成＞に

ついては都道府県および政令指定都市の教育委員会に対して、【次世代理系人材育成プログラ

ム助成】については全国の国公私立大学および高等専門学校、都道府県教育委員会義務教育

課に対して、それぞれ募集パンフレットを送付し、広く教育機関に募集内容が周知されるように努

めました。また同時に当財団ホームページに募集案内を掲載するほか、学生の発表を併設する

など若手育成に注力している教育系及び科学系学会を通じてメールやパンフレットを配布、ホー

ムページへの掲載等の協力をいただき、周知活動をおこないました。 

 

【募集期間、方法】 

＜個別助成＞＜プログラム助成＞＜意欲的な小学校の先生方を支援するプログラム助成＞ 

募集期間   2022 年 10 月 1 日～11 月 30 日 

告知方法   都道府県教育委員会、政令指定都市の教育委員会(469 件)、関連学会(38件)にパ

ンフレットを送付 

財団ホームページに募集要項等を掲載 

 

＜次世代理系人材育成プログラム助成＞ 

募集期間  2022 年 10 月１日～11 月 20 日 

告知方法  国公私立大学、高等専門学校、都道府県教育委員会義務教育課(415 件)、関連学

会（23 件）にパンフレットを送付 

財団ホームページに募集要項等を掲載 

日本科学新聞、日経サイエンスに新プログラムの紹介、募集記事を掲載。 

 

 

【応募数】 （ ）内は昨年度 
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個別助成                                  94 件 （84 件） 

プログラム助成（１年目）                         22 件 （19 件） 

プログラム助成（２年目）                         16 件 （17 件） 

意欲的な小学校の先生方を支援するプログラム助成（１年目）  11 件 （3 件） 

意欲的な小学校の先生方を支援するプログラム助成（２年目）  3 件 （4 件） 

意欲的な小学校の先生方を支援するプログラム助成（３年目）  4 件 （7 件） 

小計 150 件 （134 件） 

次世代理系人材育成プログラム助成                 13 件 （ − ） 

 

２．審 査 

＜個別助成＞＜プログラム助成＞＜意欲的な小学校の先生方を支援するプログラム助成＞ 

財団内に設置した科学教育振興助成審査委員会（有識者 4 名で構成）により、教育機関等から

応募のあった計 150 件の申請テーマに対して、公正にして厳正なる審査を行い、下表の通り 114

件を選出しました。 

＜次世代理系人材育成プログラム助成＞ 

財団内に設置した次世代理系人材育成プログラム助成審査委員会（有識者 4 名で構成）により、 

大学等から応募のあった計 13 件の申請テーマに対して、公正にして厳正なる審査を行い、下表 

の通り 4 件を選出しました。 

 

【審査方法】 

＜個別助成＞＜プログラム助成＞＜意欲的な小学校の先生方を支援するプログラム助成＞ 

一次審査 2022 年 12 月 20 日～2023 年 1 月 26 日 書面審査を実施 

最終審査 2022 年 2 月 7 日 審査委員会にて最終審査を実施 

 

＜次世代理系人材育成プログラム助成＞ 

一次審査 2022 年 11 月 21 日～12 月 18 日 書面審査を実施 

二次審査 2023 年 2 月 2 日 面接審査を実施 

最終審査 2023 年 2 月 2 日 審査委員会にて最終審査を実施 

 

３．承 認 

最終承認 2023 年 2 月 24 日の理事会にて承認されました。 

  

 

 

 

 

 

2023 年度科学教育振興助成（助成予定機関数）  
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４．贈呈 

   助成対象施設に対して贈呈証を送付しました。 

 

 

Ⅵ－２  国際学生交流プログラム 

＜国際学生交流プログラム Nakatani RIES プログラム＞は、日本および海外の大学学部生を対象と

し、夏休み等を利用した短期留学です。大学研究室に属して最先端の研究活動に触れると同時に、

研修や交流活動を通して他国の言語や文化を学ぶ機会を提供し、将来グローバルに活躍できる研究

者育成を図ることを目的としています。＜国際学生交流アドバンストプログラム＞は、当該年度の

Nakatani RIES プログラムで短期のリサーチインターンシップを経験した日本の大学学部生の中から特

に優秀であった学生（若干名）を、春休みを活用した海外の著名大学に短期リサーチインターンシッ

プで派遣するプログラムです。将来グローバルな活躍が期待される人材を、できるだけ早く一流の研

究機関の研究活動に触れさせる事で、医工計測技術とその関連技術分野の新たな展開を切り拓いて

もらえる人材育成することを目的としています。 

 

国際学生交流 Nakatani RIES＊プログラム ＊Research & International Experiences for Students  

 

    助成実績  （2022 年度の助成）  

※前年度に選考（採択）された対象者に対する助成実績 

採択学生 人数 

日本学生 12 

米学生  11 

※ 国際学生交流 中谷 RIES プログラムに選考された学生一覧は附属明細書参照 

 

国際学生交流 アドバンストプログラム 

種 類 件数/助成金額 

個別助成 65 件/  1,923 万円 

プログラム助成(初年度) 

          (2 年目) 

17 件/  1,698 万円 

16 件/  1,541 万円 

意欲的な小学校の先生方を支援するプログラム助成 

 （初年度） 

（２年目） 

（３年目） 

 

 

9 件/   760 万円 

3 件/    299 万円 

4 件/   400 万円 

小計 114 件/  6,621 万円 

次世代理系人材育成プログラム助成 4 件/  1,970 万円 

合計 118 件/  8,591 万円 
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１．募 集 

    

【募集期間、方法】 

募集期間 2022 年 9 月 20 日～ 9 月 27 日 

応募資格 2022 年度 Nakatani RIES プログラム参加者（夏季修了者） 

【応募数】 

日本学生応募者数     11 名 

 

２．審 査 

財団内に設置した国際学生交流審査委員会（有識者 3 名で構成）の委員により、応募の

あった 11 名の申請書および関連書類、ならびに Nakatani RIES プログラムでの引受先研究

室の責任教授、メンター等の評価、ならびにアドバンストプログラムの派遣先研究テーマとの

マッチングを参考にして、公正にして厳正な審査を行いました。 

 

【審査方法】  

最終審査  4 月 3 日開催の審査委員会で審査 

 

３．承 認 

最終承認    4 月 12 日の臨時理事会（決議の省略）にて承認されました 

 

    助成実績  （2022 年度の助成）  

採択学生 人数 

日本学生 2 

※ 国際学生交流アドバンストプログラムに選考された学生は附属明細書参照 

 

2023 年度に助成予定の活動 

※次年度の助成者を決定しました。なお、助成金の贈呈は次年度になります。 

 

１．募 集 

 国際学生交流プログラムに参加を希望する、日本人または日本での永住権を持っている、

日本の大学に在籍する学部学生を広く募集しました。海外については、2023 年度は USA の

ジョージア工科大学との間で交換留学を実施する予定です。 

 

【募集期間、方法】 

日本       2023 年 1 月 11 日～2023 年 2 月 28 日 

募集パンフレット送付  約 500 件 

財団ホームページに募集要項等を掲載 

主要大学の留学支援部門を訪問、説明会を実施 

 

USA       ジョージア工科大学 

募集、審査はジョージア工科大学 BME 部門に委託 

【応募者数】 （ ）内は昨年度 
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    日本学生応募者数   100 名 （86 名） 

    USA 学生応募者数   72 名 （44 名） 

 

２．審 査 

財団内に設置した国際学生交流審査委員会（有識者 ３名で構成）の委員により、応募のあ

った日本学生 100 名の申請書および関連書類審査ならびに面接審査を実施により、公正にし

て厳正な審査を行い、日本側 12 名の学生を選出しました。 

 

【審査方法】  

日本 

一次書面審査    2023 年  3 月 1 日～  3 月 3 日  

二次書面審査    2023 年  3 月 4 日～  3 月 14 日  

面接審査          2023 年  3 月 18，19 日  

 

 

Ⅶ．大学院生奨学金給付事業 

医工計測技術および関連技術分野において博士号取得を目指す博士前期課程及び博士後

期課程の大学院生に奨学金を給付し、将来医工計測技術および関連技術分野で活躍する研

究者の育成に資することを目的としています。 

 

１．募 集 

奨学金給付を必要とする医工計測技術および関連分野の博士号取得を目指す博士前期課

程及び博士後期課程の大学院生を広く募集しました。 

 

【募集期間、方法】  

募集期間   2022 年 4 月 1 日～ 6 月 10 日  

募集案内送付   １32 件 ：うち大学 90 件 

告知      財団ホームページに募集要項等を掲載 

 

【応募数】 （ ）内は昨年度 

博士前・後期課程 72 名 （73 名） 

 

２．審 査 

財団内に設置した大学院生奨学金給付審査委員会（有識者４名で構成）により、応募のあっ

た 72 名の応募書類に対し審査を行った後、面接審査を実施して厳正に選考を実施しました。 

 

【審査方法】  

大学院生奨学金給付 

一次審査    6 月 29 日～ 7 月 31 日 書面審査を実施 

面接審査    9 月 9 日 実地面接と WEB 面接を併用して審査を実施 

最終審査    9 月 9 日 審査委員会にて審査を実施 

３．承 認 

最終承認   9 月 22 日の臨時理事会（決議の省略）にて承認されました 
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４．奨学生認定証授与式 

2022 年 10 月 20 日 西神オリエンタルホテルにて奨学生認定証授与式を執り行いました。 

あわせて、当日はシスメックス株式会社テクノパーク見学を、コロナ禍で見学機会が無かった奨

学生 5 期生、6 期生も含め実施しました。 

 

５．助成実績 

2023 年度大学院生奨学金奨学生 第 7 期生 13 名 

・博士前期課程  8 名（学部 4 年生 1 名を含む） 

・博士後期課程  5 名 

 

※ 2022 年度 大学院生奨学金給付採択者は附属明細書参照 

 

６．博士号取得者 

2022 年度末に 10 名が博士号を取得し、累計 22 名が博士号を取得しました。 

2017 2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 

事業開始 0 人 1 人 4 人 7 人 10 人 

 

７．奨学金増額 

  2022 年度定時理事会（12 月 9 日）において、奨学金増額を承認 

  2023 年度より、現奨学生含めて増額して給付します。 

  ・博士前期課程 12 万円/月 （2022 年度：10 万円/月） 

・博士後期課程 20 万円/月 （2022 年度：15 万円/月） 

 

以上 
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2022（令和 4）年度事業報告書 附属明細書（抜粋） 
 

  目次         

Ⅰ．2022 年度技術開発研究助成金贈呈者一覧       

 長期大型研究助成  

 特別研究助成  

 開発研究助成  

 奨励研究助成  

 

Ⅱ．2022 年度  技術交流助成贈呈者一覧        

 海外派遣  

 日本招聘  

 海外留学  

 日本留学  

 

Ⅲ．2022 年度  調査研究助成贈呈者一覧       

 調査研究助成者  
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Ⅰ．2022 年度技術開発研究助成金贈呈者一覧 
【 長期大型研究助成 】５年間 

該当者なし 

 

【 特別研究助成 】2年間 

氏  名 所 属 機 関・職 研 究 題 目 助成金

額 
（万円） 

中里 信和 東北大学・教授 
トンネル磁気抵抗素子を用

いた室温稼動・頭皮密着型脳

磁計の臨床検査法への応用 

3,000 

金原 数 東京工業大学・教授 
非膜オルガネラの細胞内可

視化を目指した MORFOプロ

ーブの開発 

3,000 

木戸秋 悟 九州大学・教授 
治療効果増強を予測する幹

細胞長周期ゆらぎの指標開

発 

2,984 

小計 3 件 8,984 万円 
 

【 開発研究助成 】1年間 

氏  名 所 属 機 関・職 研 究 題 目 助成金額 
（万円） 

大久保 洋平 順天堂大学大学院・准教授 
生体組織内１分子イメージン

グ技術の開発 
500 

桑波田 晃弘 東北大学・准教授 

磁気高調波を用いたワイヤレ

ス生体内温度モニタリング技

術の開発 

500 

藤原 祐一郎 香川大学・教授 

脂質－膜蛋白質間相互作用解

析法の開発と膜脂質張力セン

サーチャネルの駆動機構の理

解 

500 

金 尚宏 名古屋大学・特任講師 

(Co-PI) 

体内時計の中心振動を担う細

胞内変数群の生細胞同時イメ

ージング 

500 

新谷 泰範 国立循環器病研究センタ

ー・部長 

超偏極 MRIを用いたミトコンド

リア代謝評価系の確立 
500 

松崎 賢寿 大阪大学・助教 
肝臓恒常性に資する細胞内結

晶の光計測・制御法の開発 
500 

永森 收志 慈恵大学・准教授 

時空間オルガネラ膜プロテオ

ーム･インタラクトーム解析技

術の開発 

500 

須藤 亮 慶應義塾大学・教授 

マイクロ区画化培養デバイス

を用いた胆汁排泄プロセス計

測システムの開発 

500 
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氏  名 所 属 機 関・職 研 究 題 目 助成金額 
（万円） 

浅井 圭介 東北大学・教授 

TOF-PET装置の普及に向けた高

速シンチレータの開発とガン

マ線検出器への応用 

500 

岡村 康司 大阪大学・教授 

新規光活性化分子ツールを用

いた膜タンパク質の膜内動態

計測法の開発 

500 

小野 正博 京都大学・教授 

がん免疫療法の治療効果予測

用バイオマーカー可視化技術

の開発 

500 

藤木 克則 東京大学・助教 

光ピンセットを用いた真核生

物 DNA複製機構の一分子解析技

術の開発 

500 

谷口 隼人 横浜市立大学附属市民総合

医療センター・診療講師 

Bラインエラストグラフィ法に

よる肺実質の弾性計測技術の

確立 

500 

舘野 高 北海道大学・教授 

超音波薬学の創成：中枢神経系

における深部到達性に優れた

超音波刺激法の開発 

500 

木戸屋 浩康 福井大学・教授 

細胞外マトリックスの動態を

計測・操作する生体内イメージ

ング系の開発 

500 

吉見 昭秀 国立がん研究センター・独立

ユニット長 

超高精度 RNA三次元空間追跡技

術の開発 
500 

吉村 武 大阪大学・講師 
自閉スペクトラム症の症状を

数値化する測定法の開発 
500 

齋藤 卓 愛媛大学・特任講師 

大規模高解像計測を実現する

光シート顕微鏡を用いた浸潤

性乳癌の３次元病理学の確立 

500 

和田 洋一郎 東京大学・教授 
α線放出核種を用いたセラノ

スティクス技術の開発 
500 

下林 俊典 京都大学・准教授 

遺伝子発現の光操作計測シス

テムの開発と細胞リプログラ

ミングへの応用 

500 

小計 20 件 10,000 万円 
 

【 奨励研究助成 】1年間または２年間 

氏  名 所 属 機 関・職 研 究 題 目 助成金額 
（万円） 

仁子 陽輔 高知大学・助教 

超高輝度な長軸対称型ピレン

誘導体の合成と生体深部血管

イメージングへの応用 

400 

山崎 茉莉亜 東京都健康長寿医療セン

ター・非常勤研究員 

RCR 法を用いたハイパーコピー

数多型の標準測定法及び標準

サンプルの開発 

200 



17 

 

氏  名 所 属 機 関・職 研 究 題 目 助成金額 
（万円） 

中内 大介 奈良先端科学技術大学院

大学・特任准教授 

PET 次世代機のγ線検出効率向

上を目指した置換型有機無機

ハイブリッド材料の開発 

200 

安藤 潤 理化学研究所・研究員 
ラマン分光法による酵素１分

子の高感度計測技術の開発 
400 

藤井 宏之 北海道大学・助教 

光音響技術のための光音響波

から光吸収寄与を分離するモ

デル式の開発 

400 

千賀 由佳子 産業技術総合研究所・主任

研究員 

抗体の構造変化を認識するプ

ローブを用いた凝集タンパク

質のライブイメージング解析 

400 

倉科 佑太 東京農工大学・准教授 

細胞組織の成熟度測定のため

の表面弾性波駆動型センサの

開発 

400 

根来 亮介 立命館大学・助教 

創薬研究に応用可能なマイク

ロ流路デバイスを用いた腸-肝

チップの開発 

400 

小形 公亮 京都大学・助教 
生体試料中プロテオフォーム

の一斉計測システムの開発 
400 

安藤 満 京都大学・助教 

脂質膜への高密度膜タンパク

質再構成技術の開発と計測技

術への応用 

400 

福永 圭佑 東京工業大学・特任助教 
競合蛍光免疫アッセイ系の開

発 
200 

武藤 真和 名古屋工業大学・助教 

ステント留置に伴うメカニカ

ルストレスを可視化する機械

学習複合型光弾性法の開発 

400 

藤村 宗一郎 東京理科大学・特別研究員

PD 

CFD 解析による脳血流シミュレ

ーションを元にした脳動脈瘤

の菲薄部計測技術の開発 

400 

森田 健太 神戸大学・助教 

電子顕微鏡による確定診断を

容易にする細胞内微細構造の

特異的染色技術 

400 

松島 峻介 兵庫県立こども病院・医長 

生体模擬回路を用いた小口径

弁付き右室ー肺動脈導管の流

体工学的機能評価 

200 

Taemaitree 
Farsai 北海道大学・助教 

蛍光ナノプローブの作製と有

機ナノ粒子の細胞内挙動の解

析 

400 

藤原 悠紀 大阪大学・助教 

新たな切り口で挑む細胞内蓄

積病のキャラクタリゼーショ

ン 

400 

松本 惇平 富山大学・助教 
幻聴治療の橋渡し研究実現に

向けた脳機能計測技術開発 

400 

高橋 英俊 慶應義塾大学・准教授 
MEMS 差圧センサを用いたアイ

マスク型脈波・呼気速度センサ 

200 
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氏  名 所 属 機 関・職 研 究 題 目 助成金額 
（万円） 

嶋田 泰佑 名古屋大学・助教 

電気的な単一細菌計測を基盤

とする耐性菌解析システムの

創出 

200 

藤田 幸 島根大学・教授 

神経変性から修復の過程での

ゲノム高次構造変化の定量的

解析 

400 

玉川 直 鹿児島大学・助教 

神経細胞の樹状突起発達に関

わる因子群の時系列計測シス

テム開発 

400 

堀井 和広 岐阜大学・助教 

可聴域外超音波が惹起する内

耳感覚上皮帯の超高速ナノ振

動の観測 

200 

桶谷 亮介 九州大学・助教 
非線形ラマン散乱を用いた超

解像分光顕微鏡の開発 

400 

金子 直嗣 東京大学・助教 

精神疾患診断に向けた脳波マ

イクロステート解析による脳

ネットワークの計測技術の開

発 

400 

猪原 拓 慶應義塾大学・特任助教 

数値流体力学を用いた人工弁

に付着する血栓形成機序の解

明 

200 

船水 章大 東京大学・講師 

人工神経回路網による意思決

定時のマウスの 3次元身体運動

モデル化 

200 

瑞木 匡 京都府立医科大学・助教 

Volumetric capnographyが可能

な新生児用生体情報モニタの

開発 

285 

吉岡 望 新潟大学・助教 

歩行障害のシステム解明に向

けた筋活動と動作の複合計測

法の開発 

400 

小計 29 件 9,685 万円 
 

Ⅱ．2022 年度技術交流助成金贈呈者一覧 
 

海外派遣 

氏名 所属機関・職 会議名 開催地 時期 
助成額 

（千円） 

渡部 広機 

信州大学大学院 
総合医理工学研究科 
生命医工学専攻生体

医工学分野 
博士 2 年 

CRYO2022 
ダブリン 
アイルランド 

2022/07/17 
～ 

2022/07/25 

325 
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氏名 所属機関・職 会議名 開催地 時期 
助成額 

（千円） 

山崎 唯衣 

東京工業大学 

物質理工学院 

材料系材料ｺｰｽ 

修士課程 2 年 

国際材料研究会  

秋季学会 

2022 MRS Fall Meeting 

ボストン 

アメリカ 

2022/11/26 

～ 

2022/12/05 

400 

茂田井 和紀 

東京工業大学 

物質理工学院 

材料系 

博士課程 2 年 

マテリアルリサーチソサ

エティ 

Material Research 

Society fall meeting 

ボストン 

アメリカ 

2022/11/26 

～ 

2022/12/03 

355 

田中 治樹 

東北大学 

工学研究科 

電気ｴﾈﾙｷﾞｰ専攻 

修士課程 1 年 

第 67 回磁性・磁性材料学

術講演会 

The 67th Annual 

Conference on Magnetism 

and Magnetic Materials 

(MMM 2022) 

ミネアポリス 

アメリカ 

2022/10/31 

～ 

2022/11/05 

285 

廣田 竜一 

東北大学 

工学研究科電気ｴﾈﾙ

ｷﾞｰｼｽﾃﾑ専攻 

博士前期 2 年 

第 67 回マグネティズム＆

マグネティックマテリア

ルズ国際会議 

67th Annual Conference on 

Magnetism and Magnetic 

Materials 

ミネアポリス 

アメリカ 

2022/10/31 

～ 

2022/11/05 

285 

中山 篤志 
大阪大学大学院 

工学研究科 物理学系

専攻 

国際光工学会 フォトニクス 

ウエスト 

SPIE Photonics West 

米国、カリフォルニ

ア、 

サンフランシスコ 

2023/1/30 

～ 

2023/2/4 

400 

大岸 憲人 
東京大学大学院 

情報理工学系研究科 

知能機械情報学専攻 

微小電子機械システム(MEMS)

に関する第３６回国際会議 

The 36th International 

Conference on Micro Electro 

Mechanical Systems (IEEE 

MEMS 2023) 

ドイツ、 

ミュンヘン 

2023/1/15 

～ 

2023/1/19 

323 

練 雨佳 
東京大学 

情報理工学系研究科 

知能機械情報学 

国際会議微小な電気機械シス

テム（IEEE MEMS） 

The 36th International 

Conference on Micro Electro 

Mechanical Systems（IEEE 

MEMS） 

ドイツ、 

ミュンヘン 

2023/1/14 

～ 

2023/1/20 

279 

入佐 大河 

京都大学大学院工学

研究科 

マイクロエンジニア

リング専攻 

メムス 2023 

The 36th IEEE International 

Conference on Micro Electro 

Mechanical Systems 

ドイツ、 

ミュンヘン 

2023/1/13 

～ 

2023/1/21 

390 
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氏名 所属機関・職 会議名 開催地 時期 
助成額 

（千円） 

田渕 史 

京都大学大学院工学

研究科 

マイクロエンジニア

リング専攻 

第 36 回微小電気機械システ

ム国際会議  

The 36th International 

Conference on Micro Electro 

Mechanical Systems (IEEE 

MEMS 2023) 

ドイツ、 

ミュンヘン 

2023/1/15 

～ 

2023/1/19 

390 

益田 緋里 

慶應義塾大学大学院 

理工学研究科 

総合デザイン工学専

攻 

MEMS2023 

The 36th International 

Conference on  Micro 

Electro Mechanical Systems 

(IEEE MEMS 2023) 

ドイツ、 

ミュンヘン 

2023/1/14 

～ 

2023/1/21 

297 

McCann Phillip 
東京大学 

化学専攻 

理学系研究科 

SPIE Photonics West BiOS: 

ライフサイエンスとトランス

レーショナルメディシンのた

めの先端化学顕微鏡 

SPIE Photonics West BiOS: 

Advanced Chemical 

Microscopy for Life Science 

and Translational Medicine 

米国カリフォルニ

ア州 

サンフランシスコ 

2023/1/27 

～ 

2023/2/4 

395 

中根 卓馬 

慶應義塾大学 

理工学研究科 

総合デザイン工学専

攻マルチディシプリ

ナリ・デザイン科学専

修 

第 36 回 IEEE MEMS2023 

The 36th International 

Conference on  Micro 

Electro Mechanical Systems 

(IEEE MEMS 2023) 

ドイツ、 

ミュンヘン 

2023/1/14 

～ 

2023/1/19 

290 

林 貢平 
東京農工大学大学院 

工学府 

生命工学専攻 

第 67 回生物物理学会年会 

67th Annual Meeting of the 

Biophysical Society 

サンディエゴ・コ

ンベンションセン

ター 

2023/2/18 

～ 

2023/2/23 

335 

藤村 宗一郎 

東京理科大学 

工学部 

機械工学科 

特別研究員 PD 

第 16 回国際くも膜下出血会議 

The 16th International 

Conference on Subarachnoid 

Hemorrhage (iSAH2023) 

ワシントン  

ノースカロライナ

州、 

アメリカ 

2023/6/16 

～ 

2023/6/20 

400  

亀田 良一 

京都大学 

大学院工学研究科 

マイクロエンジニア

リング専攻 

博士後期課程 3 年 

MPS World Summit 2023 
ベルリン 

ドイツ 

2023/6/25 

～ 

2023/7/1 

394 

中林 龍 

九州大学 

大学院システム情報

科学府 

電気電子工学専攻 

修士 1 年 

Biosensors 2023 
釜山 

韓国 

2023/6/5 

～ 

2023/6/9 

79 
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日本招聘 

申請者 所属機関・職 会議名 被招聘者 時期 
助成額 

（千円） 

吉村 昭彦 

慶應義塾大学 

医学部 

微生物学・免疫学教室 

教授 

第 51回日本免疫学会
学術集会 

Hans-Reimer 

Rodewald 

2022/12/7 

～ 

2022/12/9 

355 

保川 清 

京都大学 

大学院農学研究科 

食品生物科学専攻 

教授 

日本生物高分子学会
2022年度大会 

Ioanis Katakis 

2022/9/3 

～ 

2022/9/3 

328 

宮地 勇人 

新渡戸文化短期大学 

臨床検査学科 

教授 

第１７回アジア臨床
病理・臨床検査医学会
議 

Woochang Lee  2022/10/7 

～ 

2022/10/9 

260 

Teguh Triyono 300 

浅井 さとみ 

東海大学 

医学部 

医学科基盤診療学系臨床検
査学 

准教授 

The 17th Congress of 

Asian Society of 

Clinical Pathology 

and Laboratory 

Medicine （ASCPaLM） 

Tzong-Shi（Joey）
Chieuh 

2022/10/7 

～ 

2022/10/9 

260 

竹村 浩昌 

大学共同利用機関法人 自

然科学研究機構生理学研究

所 

システム脳科学研究領域 

感覚認知情報研究部門 

教授 

第７回ヒト脳イメー
ジング研究会 

Jonathan Polimeni 

2023/9/8 

～ 

2023/9/9 

440 

Seong-Gi Kim 170 

栁澤 琢史 

大阪大学 

高等共創研究院 

医学系研究科脳神経外科 

第 46回日本神経科学
大会シンポジウム   

脳情報通信のための
Brain-Machine 

Interface 

Xing Chen 

2023/7/28 

～ 

2023/8/1 

460 

Metzger Sean 460 

Sarah K. Wandelt 460 

 

 

 

 

海外留学 
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氏名 所属機関・職 研究テーマ 留学先機関名 時期 
助成額 

（万円） 

朝田 智之 

筑波大学 

人間総合科学研究群 

医学学位プログラム 

大学院生 

頸髄症における歩行解

析・動作解析 

Hospital for 

Special Surgery 

2022/10/01

～ 

2023/09/30 

（1 年間） 

390 

宮本 拓馬 

奈良県立医科大学 

玉井進記念四肢外傷センタ

ー 

医員 

足部・足関節周囲の筋

腱モーメントアームが

3 次元動態に及ぼす影

響の検討 

The University of 

Utah Department 

of orthopedics 

2022/07/01 

～  

2024/06/30 

（2 年間） 

624.9 

仲宗根 和孝 

神戸大学 

医学部 医学研究科 

循環器分野 

医員 

AI モデルを用いた心房細

動治療難易度予測モデル

についての研究 

ブリュッセル自由

大学 

2023/6/1 

～ 

2025/5/31 

（2 年間） 

628 

吉松 祥 

慶應義塾大学 

医学部 

生理学教室 

訪問研究員 

霊長類脳における老化制

御研究のための４次元解

析法の確立 

マクガバン脳科学

研究所  

マサチューセッツ

工科大学 

2023/3/1 

～ 

2026/2/28 

（3 年間） 

930 

 

 日本留学 

氏名 所属機関・職 研究テーマ 留学者 時期 
助成額 

（万円） 

宮地 勇人 

新渡戸文化短期大学 

臨床検査学科 

教授 

Quality assurance of 

next generation 

sequencing (NGS)-based 

cancer gene panel tests 

through the 

commutability of results 

Altanshagai 

Boldbaatar 

（モンゴル） 

2023/3/1 

～ 

2025/2/28 

（2 年間） 

480 

技術交流 小計 28 件  3,965万円 

 

 

 

Ⅲ．2022 年度調査研究助成金贈呈者一覧 （最長２年間） 

【調査研究助成】 

氏  名 所 属 機 関・職 研 究 題 目 助成金額 

（万円） 

河田 佳樹 徳島大学・教授 

肺がん病態解析に基づく肺門・縦隔リンパ節

転移診断能の調査研究 
300 

島ノ江 千里 佐賀大学・教授 

疫学的手法を用いた糖尿病の重症化予防のた

めのモニタリングマーカーの開発 
243 
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氏  名 所 属 機 関・職 研 究 題 目 助成金額 

（万円） 

石崎 優子 関西医科大学・診療教授 

小児慢性疾患患者の成人科移行に向けたイン

タラクティブオンライン移行期手帳の開発 
296 

高橋 里史 慶應義塾大学・専任講師 

脳血行再建術後のドナー血管の血流パラメー

タと、脳循環の関連に関する調査研究 
228 

小計 4件 1,067万円 
 

 

以上 

 


